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▲第9回インフラメンテナンス大賞　農林水産大臣賞表彰　受賞者
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第9回インフラメンテナンス大賞
農 林 水 産 大 臣 表 彰

INFORMATION 第9回インフラメンテナンス大賞　農林水産大臣賞受賞報告・祝賀会

水土里ネット熊本
永田常務理事　祝辞

水土里ネット熊本平野南部　
宮原理事長　主催者挨拶

水土里ネット熊本平野南部　
久我事務局長　取組概要説明

農林水産省　九州農政局　
緒方局長　祝辞

熊本市　農水局
野島局長　乾杯

熊本県　農林水産部
野入農村振興局長　祝辞

当日は、主催者を代表し熊本平野南部土地改良区宮原理事長より
挨拶があり、土地改良施設の維持管理における課題解決に向けて
「くまもと水土里GIS」を積極的に活用してきた経緯が紹介され
ました。また、今回の受賞を励みとして、今後も地域農業の発展
と土地改良施設の適正な維持管理に努めていきたいと述べられま
した。
続いて、九州農政局緒方局長、熊本県農林水産部野入農村振興局
長、本会永田常務理事より祝辞を賜り、受賞の栄誉を称えるとと
もに、今後の更なる活躍への期待が寄せられました。
その後、来賓紹介を経て、今回の受賞に至った取組について熊本
平野南部土地改良区 久我事務局長、緒方主事より取組概要説明
が行われました。

▲取組概要説明中の会場の様子

　令和8年6月3日（水）、KKRホテル熊本において第9回インフラメンテナンス大賞 農林水産大臣賞受賞報告・
祝賀会が行われました。
　本祝賀会には、国・県・市・土地改良区・本会を含めた総勢約100名が参加しました。本会からは永田常務理
事、管理職及び会員支援課職員など14名が参加しました。

説明では、「くまもと水土里GIS」の活用

事例が示され、ノーコードアプリを活用し

たことによる業務の効率化・省力化（年間

約240時間削減）と、関係機関との情報共

有により迅速な事故対応へと繋がっている

旨、報告されました。

その後、熊本市農水局野島局長よる乾杯の

発声のもと祝宴が開かれ、終始和やかな雰

囲気の中で歓談が行われるなど、祝賀会は

盛会のうちに終了しました。

令和７年度に県全体で導入した“くまもと

水土里ＧＩＳ”を活用し、施設の日常点検

や突発事故の記録、機能診断結果等情報

を共通のプラットフォームのもとで『見

える化』 することで、効率的な施設の保

全管理に努めた取り組みが評価され、熊

本平野南部土地改良区、熊本県農林水産

部、本会が共同受賞しました。

◀◀◀ みどり通信令和8年2月号の
4ページ目にも掲載しています。
ぜひご一読ください。

▼URL

2026年2月号

https://www.higosanae.or.jp/kiji003152/3_152_278_up_c5dwetax.pdf
https://www.higosanae.or.jp/kiji003152/3_152_278_up_c5dwetax.pdf


INFORMATION 農 業 農 村 整 備 の 集 い

令和８年６月15日（月）に東京都

千代田区のシェーンバッハ・サボ

−で農業農村整備の集いが開催さ

れ、全国の農業農村整備関係者約

1200名が出席しました。

農業農村整備の集いでは予算確保

に向けた要請文の提案・採択や、

情勢報告が行われます。

今年度の全国土地改良大会の開催

県である、水土里ネット奈良の熱

意あふれる準備状況の報告の後、

ガンバロウ三唱では今年度の全国

水土里ネット女性の会会長で あ

る、石川裕子会長が音頭を取りま

した。それに併せ、農林水産省・

財務省・ 国会議員の方々へ要請活

動を行いました。



農家負担金軽減支援対策事業のご案内INFORMATION

なお、災害時に利用できる災害被災地域土地改良負担金償還助成事業
【利子助成】もあります。

～利子助成等により返還額の軽減が図られます〜

お 問 い 合 わ せ は 、 熊 本 県 土 地 改 良 事 業 団 体 連 合 会
総 務 部 会 員 支 援 課   上 田（TEL：096-348-8802）ま で



本会の広報誌「大地 Vol .81」（新年度号）を発刊しました。

既に会員並びに関係者の皆様方には郵送しております。

本会広報誌「大地Vol .81」の発刊INFORMATION

ぜひご一読ください！



令和 9 年 1 月以降の源泉徴収票の提出方法に関する改正につきまして、
国税庁から新たに作成したリーフレットが公開されました。

令 和 9 年 1 月 以 降 の 源 泉 徴 収 票 の 提 出 方 法 に
関 す る 改 正 に 関 す る 周 知INFORMATION

https://www.nta.go.jp/users/gensen/hotei
/index/minashi.htm

リンク▼

詳細は以下のリンクまたは二次元コードからご覧ください。

▲二次元コード

https://www.nta.go.jp/users/gensen/hotei/index/minashi.htm
https://www.nta.go.jp/users/gensen/hotei/index/minashi.htm


マ イ ナ ビ 2 0 2 8  イ ン タ ー ン シ ッ プ ＆ キ ャ リ ア 発 見 フ ェ ア へ の 出 展EVENT

令和8年5月30日（土）熊

本城ホールにてマイナビ

主催の「マイナビ2028 イ

ンターンシップ＆キャリ

ア発見フェア」が開催さ

れ、本会もブースを出展

しました。

2028年の卒業生を対象とし

た32社が出展したこのイべ

ントには多くの学生が来場

し、本会ブースにも多くの

学生が足を運び、事業内容

や業務への理解を深めてい

ました。

次回は6月28日（日）にグランメッセにて出展予定です。



子ども絵画展20 2 6の募集案内EVENT

詳しくはこちら▼

「未来へつなごう！ふるさとの水土里子ども絵画展2026」
が今年も開催されます。

皆様からの応募をお待ちしております。

https://www.inakajin.or.jp/works/pr/kids-art

https://www.inakajin.or.jp/works/pr/kids-art


写真コンテストの募集案内EVENT

「水が伝える豊かな農村空間　疎水・ため池のある風景写真コンテスト」
は今年で６回目の開催となります。

皆様からの応募をお待ちしております。

詳しくはこちら▼
https://www.inakajin.or.jp/works/pr/examination

https://www.inakajin.or.jp/works/pr/examination


農 村 計 画 課TO P I C

農 地 整 備 課TO P I C

田 ん ぼ ダ ム 地 下 展 示

県 か ら の 情 報 発 信
I N F O R M A T I O N
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　令和２年７月豪雨を契機として人吉・球磨管内で田
んぼダムの取組を開始して以降、令和７年度までに人
吉・球磨管内で７１０ｈａ、県内全域で７７５ｈａの
水田において取組を実施しています。
　本年度は、田んぼダムの更なる普及拡大に向け、補
助事業を活用したせき板、機能分離型排水桝の設置を
推進するとともに、高校との連携授業や多面的機能支
払交付金ブロック研修会等で田んぼダムの取組につい
て説明を行う予定です。
　なお、各市町村等で田んぼダムのＰＲができそうなイ
ベント等があれば、調査計画班までご連絡ください。

　九州北部では例年、6月中旬頃に梅雨入りして
います。また、明けたと思っても台風やゲリラ
豪雨の発生など、気が抜けない季節の到来です
ので、以下の心構えをお願いします！

▲県庁地下での田んぼダム展示状況

　施設管理班は、主に防災班が担う災害発生
“後”の対応に先立ち、災害の未然防止や被害の
軽減を目的とした「ダム等の農業水利施設を活
用した事前放流」、「地震や大雨時におけるダ
ム等の緊急点検」などを所管しています。
　今年度も昨年度に引き続き、「職員参集訓練
時の情報伝達訓練」をはじめ、「ダムの洪水対
応演習」、「ダムの事前放流などに関する関係
者との意見交換」などを実施したところです。
　農業は気象条件に大きく左右される産業で
す。施設管理班は、ＮＮのどの班よりも高い危
機管理意識を保ちつつ、市町村や土地改良区等
との連携をはじめ、日頃からの備えの徹底に取
り組んでいきます（できる限り……）！

「日頃の備えが何よりも重要です！」

施設管理班防災班

「梅雨がやってきます！」

災害時の「連絡体制」の確認

　災害が発生した際は、被害が甚大（被害推定
額10億円以上）かの判断が必要で、これには
「規模感」の把握が重要となります。
　被害が甚大と判断されれば、国へ発災後1週間
以内に「災害概要報告書」を提出する必要があ
ります。これが激甚災害の早期指定に大きく影
響することになりますので、迅速な「状況把
握」と「情報共有」にご協力をお願いします。
（もちろん安全第一が最優先です！）

梅 雨 の 時 季 で す ！

　今年は大規模災害が発生しませんように！
よろしくお願いします。 

　地震や大雨時には、被害調査やダム・ため池
等の緊急点検など、迅速な対応が必要になりま
す。管内市町村等との連絡体制の強化をお願い
します。

大規模災害発生時にこそ「規模感」の
早期把握を

取り組み拡大に向けた
普及啓発活動として



むらづくり課TO P I C

むらづくり課TO P I C

県 か ら の 情 報 発 信
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過疎化・高齢化が進む農村地域では、今後の人口動態を踏まえると、集落活動が急激に低下し食
料供給機能や多面的機能の維持・発揮に支障が出る恐れがあります。
このため、農家、非農家が一体となり様々な関係者と連携し、地域コミュニティの機能を維持・
強化することが必要です。
県では、農村RMOの立ち上げ、将来ビジョンの策定やその実現に向けた活動を支援しています。

農村型地域運営組織（農村RMO）の形成推進

天草市
宮地岳地区

「農事組合法人宮地岳営農組合」を中心に農作業
受託や、水田を活用した「菜の花プロジェクト」
による景観維持とブランド米販売を実施。地域資
源を活用した加工品開発にも取組まれています。
また、道の駅かかしの里と連携したイベントによ
る集客や生活支援も含めた地域の将来ビジョン実
証に向けた活動を実施中です。

かねてより活動してきた「山江村観光交流促進協
議会」のうち、住民参画による村づくり組織「山
江村未来塾100人委員会」を中心として、農村
RMO「山江村未来づくり協議会」を発足。地域が
一体となって農業生産から資源管理、生活扶助ま
で幅広く取組み地域コミュニティを守る活動が開
始されています。

山 江 村
全 域

県内の野生鳥獣による農作物被害額は、近年５

億円前後で推移していたものの、令和６年度は

６億円を超え、上昇傾向にあります。

県では地域ぐるみで学び、集落や農地周辺を野

生鳥獣が生息しにくい環境を整備する「えづけ

STOP！対策」を推進しています。

今年度は新たに、広域捕獲や有害鳥獣捕獲者の

育成も取り組む予定です。

また、「くまもとジビエコンソーシアム」を中

心に、野生鳥獣の肉（ジビエ）の消費拡大、流

通体制の整備、衛生管理向上を図っています。

地域ぐるみでの鳥獣被害防止対策

ジビエ博・ジビエ甲子園ジビエ解体・精肉加工処理指導

協議会ビジョン策定ワークショップ

鳥獣被害防止対策とジビエの利活用



SOME LINKS

水土里ネット熊本平野南部 

 https://kumamotoheiya.com/

水土里ネット熊本市西南ホームページ 

http://midor inet-km. jp/

水土里ネット美里ホームページ 

http://misato-midor i .net/

水土里ネット玉名平野ホームページ 

http://www.tamana-heiya. jp/ 

水土里ネットおおきくホームページ 

 http://ookiku. jp/

水土里ネット一の宮ホームページ 

http://www.aso.ne. jp/~it idokai/top.html

水土里ネット阿蘇ホームページ 

http://www.aso.ne. jp/~aso-tot i/

水土里ネット八代平野北部ホームページ 

http://yatsushiro-heiya. jp/ 

水土里ネット百太郎溝フェイスブックページ 

水土里ネット百太郎溝（百太郎溝土地改良区）|

Yamae-mura Kuma-gun Kumamoto |  Facebook 

水土里ネット幸野溝ホームページ 

http://www.kounomizo. jp/

県内水土里ネットホ

ー ム ペ ー ジ 、 ブ ロ

グ、フェイスブック

一覧や最新のブログ

等の更新状況をご紹

介します。

https://kumamotoheiya.com/
http://midorinet-km.jp/
http://misato-midori.net/
http://www.tamana-heiya.jp/
https://ookiku.jp/
https://www.aso.ne.jp/~itidokai/top.html
http://www.aso.ne.jp/~aso-toti/
http://yatsushiro-heiya.jp/
https://www.facebook.com/hyakutaroumizo/?locale=ja_JP
https://www.facebook.com/hyakutaroumizo/?locale=ja_JP
https://www.facebook.com/hyakutaroumizo/?locale=ja_JP
https://www.kounomizo.jp/


OTHERS

S N A P  S H O T

CONTACT

水土里ネット熊本
（熊本県土地改良事業団体連合会）

CO
NTACT

「みどり通信」で紹介してほしいイベントや
ホームページ、ブログなどがあれば、ぜひ本会

まで気軽にご連絡ください。
配信先のメールアドレス変更等は、左記まで

宜しくお願いします。

HP　：https://www.higosanae.or.jp
Mail : toyozumi-ma@higosanae.or.jp

Tel : 096-348-8801 
Fax : 096-348-8011

総務企画課 企画広報係 
みどり通信担当者

H Pの 2次元コードはこちら

編集後記

じめじめとした日が続き、梅雨を実感する毎日です。
　気が滅入る季節ですが、気分転換用に香りのよい
ものを探していると、期間限定でアジサイの香りが販
売していました。珍しいなと思い、サンプルを試して
みると「アジサイだ～✨」となりましたが、そもそもア
ジサイの香りとは？と疑問に思い調べてみました。
　一般的なアジサイにそこまで香りは無く、コアジサ
イという品種にはほんのりと甘い香りがあるそうです。
　つまり、コアジサイの香りなど知らない私のこの感
覚は「アジサイそのものの匂いを嗅いだ」のではな
く、「紫陽花らしさを嗅いだ」となるようです。
　そうして企業のマーケティングにちゃんと乗せられ、
しっかり一つ購入し、香りを楽しんでいます。

（みどり通信担当者）
▲コアジサイ

▲見慣れている
アジサイ

▼二重の虹を見ました♪

https://www.higosanae.or.jp/
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	説明では、「くまもと水土里GIS」の活用事例が示され、ノーコードアプリを活用したことによる業務の効率化・省力化（年間約240時間削減）と、関係機関との情報共有により迅速な事故対応へと繋がっている旨、報告されました。 その後、熊本市農水局野島局長よる乾杯の発声のもと祝宴が開かれ、終始和やかな雰囲気の中で歓談が行われるなど、祝賀会は盛会のうちに終了しました。
	みどり通信令和8年2月号の 4ページ目にも掲載しています。 ぜひご一読ください。
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